
滋賀県の湖沼流域管理・
ガバナンス調整注1に関する

経験・ノウハウ
（＋理論的解析結果）

滋賀県⽴⼤学環境科学部湖沼流域管理研究センターの概要
2018年11月開設

湖南省（洞庭湖） 滋賀県（琵琶湖）

役割：湖南師範⼤学等のアジア圏の研究機関と県⽴⼤学との湖沼流域管理に関する
（政策・社会科学分野を中⼼とする）組織間【共同研究】【⼈材育成】の拠点

研究者・若⼿研究者・学⽣
【共同研究】【⼈材育成】

背景：習近平政権下の中国における急速な地⽅分権化と環境政策の深化 → 湖南省がはじめて実質的に洞庭湖の
管理を担うことに（政策⽴案の中⼼的役割を担うのが省⻑のシンクタンクである湖南師範⼤学法学院）

中⽇湖沼洞庭湖‐琵琶湖環境
管理政策・法律研究センター
2017年設置（湖南師範⼤学法学院＋

理⼯学系省内他⼤学）

洞庭湖における先進的政策
導⼊過程への参画・

参与観察から得られる知⾒
今後の琵琶湖の保全政策の参考に

注1：国‐滋賀県間，関⻄圏の府県間，滋賀
県‐市町間のガバナンス調整

湖沼流域管理研究センター
（滋賀県⽴⼤学）

（将来）
アジア圏の他の湖沼

⽔質汚濁
富栄養化
外来⽣物
⽣態系劣化
⽔産資源確保
観光・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ
⼟地利⽤
住⺠参加
⼟砂流⼊・洪⽔

⽔質汚濁
富栄養化
外来⽣物
⽣態系劣化
⽔産資源確保
観光・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ
⼟地利⽤
住⺠参加

⼆国（機関）間連携→（将来）
多国（機関）間連携に発展

政策提⾔

政策効果の
検証

琵琶湖モデル
海外への
発信・貢献

・国際シンポジウム開催＋現地調査
・学⽣・若⼿研究者の留学⽀援
・個別テーマの共同研究

スタートアップ
流域統合政策


